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アリとアリ擬態グモの体型類似度の判定ア

ルゴリズム

アリ種とアリ擬態グモ種間の体型類似度判

定結果

画像解析技術を活用して，アリ種とアリ擬態グモ種間で体型，体色，体サイズの類似度を0

から１の値で評価し，擬態モデル・アリ種を特定する手法を開発

同所のアリとアリグモ最優占種間では擬態関係が見出される

など，両者の多様性に密接な相関があることが明らかに

安定同位体比分析からアリに似るほ

ど，クモは植食性になることが
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生物多様性創出機構の解明
-アリ類の多様性が高い熱帯林でアリ擬態はアリグモの高い多様性を創出しているのか

　アリ類の多様性がきわめて高い熱帯林では，

その多様性が鋳型となって， アリに擬態する生

物の高い多様性を創出しているのではないか。

このことを世界で初めて実証するために， 東南

アジアの熱帯林で、 アリ擬態するアリグモの種

多様性と同所のアリ類の種多様性との関係や、

画像解析技術を活用したアリグモ類の擬態マッ

チングの解析、 安定同位体を用いたアリグモ

類の採食生態の調査などを行っています。 そ

の結果、 同所のアリとアリグモ間で種多様性や
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擬態関係に密接な相関関係が見いだされること

や， アリ擬態現象がアリグモと非擬態クモ類との

「すみわけ」 やアリグモ種間の 「喰い分け」 のメ

カニズムとしても機能していることが明らかになっ

てきました。


